
（ 1 ） 第105号 平成29年12月15日金曜日宮 陵 会 報

湘南ひらつかキャンパスの誇る〝絶景〟〔撮影：吉原勇樹〕

Contents
No.105

二大駅伝観戦記………………………………２
ホームカミングデー・
　　神大フェスタ・平塚祭報告……………４
全国地域組織代表者会議……………………６

女性会員（卒業生・在学生）の皆様へ……７
宮陵会だより…………………………………７
箱根駅伝応援ガイド…………………………８



（ 3 ） （ 2 ）宮 陵 会 報 宮 陵 会 報第105号 平成29年12月15日金曜日 平成29年12月15日金曜日 第105号

　
第　

回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走

　
　
　
　
　
　

12
年
ぶ
り
の
大
会
出
場
で
6
位
に
！

　

10
月
９
日
早
朝
、
12
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
る
第

29
回
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
の
応
援
で
、

出
雲
空
港
に
降
り
立
っ
た
。
天
気
は
快
晴
、
応
援

す
る
者
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
が
、
ラ
ン
ナ
ー

に
と
っ
て
は
厳
し
い
と
予
想
さ
れ
る
気
候
で
あ
っ
た
。

　

空
港
バ
ス
で
出
雲
市
駅
へ
移
動
。
駅
前
の
ホ
テ

ル
に
荷
物
を
預
け
て
宮
陵
会
専
務
理
事
平
能
孝
一

氏
（
昭
48
貿
卒
）、
應
援
指
導
部
前
監
督
石
田
順
夫

氏
（
昭
45
機
卒
）、
事
業
委
員
で
濱
菊
会
（
應
援
指

導
部
Ｏ
Ｂ
会
）
会
長
手
嶋
貴
昭
氏
（
平
４
法
卒
）、

同
じ
く
濱
菊
会
小
倉
久
仁
彦
氏
（
平
7
建
卒
）、
専

務
理
事
平
能
氏
同
期
の
長
澤
良
成
氏
（
昭
48
経
卒
）

と
合
流
後
、
島
根
県
宮
陵
会
の
応
援
場
所
で
あ
る

株
式
会
社
出
雲
ポ
ン
プ
出
雲
営
業
所
に
到
着
し
た
。

こ
ち
ら
は
島
根
県
宮
陵
会
の
出
雲
正
樹
氏
（
昭
53

機
卒
）
が
経
営
し
て
い
る
会
社
で
、
出
雲
駅
伝
の
沿

道
に
あ
り
応
援
に
は
こ
れ
以
上
無
い
場
所
で
あ
る
。

　

到
着
後
は
島
根
県
宮
陵
会
会
長
坪
内
邦
至
氏
（
昭

40
経
卒
）、
出
雲
先
輩
を
始
め
、
島
根
県
宮
陵
会
会

員
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
鳥
取
・
岡
山
・
広
島
・

山
口
等
近
隣
各
県
の
地
域
組
織
の
方
々
も
集
ま
り
、

総
勢
50
名
近
く
の
宮
陵
会
会
員
で
応
援
場
所
の
設

営
を
行
っ
た
。
皆
さ
ん
、
口
で
は
「
12
年
ぶ
り
で

や
り
方
を
忘
れ
た
」
と
言
わ
れ
る
が
、
実
際
は
手

慣
れ
た
様
子
で
幟
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
・
大
画
面
テ

レ
ビ
の
設
置
な
ど
、
淡
々
と
そ
し
て
生
き
生
き
と

作
業
を
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
ち
ら
に
は
宮
陵
会

理
事
・
女
性
委
員
会
委
員
長
の
渡
邊
恵
子
氏
（
昭

52
法
卒
）
と
ご
友
人
も
駆
け
つ
け
て
い
た
。
作
業

の
め
ど
が
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
ス
タ
ー
ト
応
援
場

所
の
出
雲
大
社
参
道
前
へ
移
動
し
、
応
援
準
備
を

始
め
た
。

　

こ
ち
ら
の
場
所
に
は
地
元
の
薬
局
と
タ
ク
シ
ー

会
社
の
営
業
所
が
あ
り
、
こ
の
場
所
と
ゴ
ー
ル
前

は
大
会
本
部
に
正
式
登
録
し
た
応
援
場
所
で
あ
る
。

右
隣
は
駒
澤
大
学
、
左
隣
は
関
西
学
院
大
学
の
應

援
指
導
部
で
、
リ
ー
ダ
ー
部
の
指
導
に
合
わ
せ
て
、

チ
ア
部
が
演
舞
の
練
習
を
進
め
て
い
た
。
我
が
校

は
應
援
指
導
部
が
活
動
休
止
で
、
当
然
箱
根
で
も

正
式
応
援
場
所
で
の
応
援
は
し
て
お
ら
ず
、
應
援

指
導
部
が
な
い
淋
し
さ
と
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て

い
た
。

　

こ
ち
ら
に
は
宮
陵
会
会
長
大
場
憲
治
氏
（
昭
44

経
卒
）
も
駆
け
つ
け
一
言
ご
挨
拶
。
先
ほ
ど
の
島

根
県
宮
陵
会
の
方
々
も
数
人
駆
け
つ
け
て
頂
い
た
。

ま
た
近
隣
や
横
浜
・
東
京
か
ら
単
独
で
来
ら
れ
た

卒
業
生
や
神
大
フ
ァ
ン
も
集
合
し
た
。
そ
の
な
か

に
は
、
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
中
本
尚
貴
氏
（
平
27
人

科
卒
）
の
教
え
子
兄
弟
（
お
姉
ち
ゃ
ん
と
弟
さ
ん
）

と
お
母
様
も
遠
く
愛
媛
か
ら
駆
け
つ
け
、
ジ
ャ
ニ
ー

ズ
フ
ァ
ン
に
も
負
け
な
い
自
作
の
神
大
団
扇
持
参

で
、
一
生
懸
命
応
援
を
さ
れ
て
い
た
。

　

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
。
手
嶋
氏
始
め
應
援
指
導

部
Ｏ
Ｂ
の
リ
ー
ド
に
よ
り
、
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
で

校
歌
を
斉
唱
。
一
区
山
藤
篤
司
選
手
が
通
過
し
て

も
そ
の
余
韻
を
楽
し
む
よ
う
に
し
ば
し
校
歌
斉
唱

は
続
い
た
。
こ
ち
ら
の
撤
収
作
業
中
に
は
、
應
援

指
導
部
再
興
の
声
が
聞
か
れ
た
。
地
域
組
織
や
同

期
・
同
好
・
職
域
組
織
の
方
々
か
ら
も
同
趣
旨
の

お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
宮
陵
会
と
し
て
さ

ら
に
大
学
に
働
き
か
け
て
い
く
努
力
が
必
要
だ
と

感
じ
た
。

　

ス
タ
ー
ト
応
援
場
所
を
後
に
し
て
、
一
度
出
雲

ポ
ン
プ
へ
戻
り
、
皆
さ
ん
と
テ
レ
ビ
で
応
援
。
２

位
で
の
通
過
に
盛
り
上
が
り
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
健

闘
を
祈
っ
て
校
歌
・
応
援
歌
斉
唱
で
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

次
に
ゴ
ー
ル
前
付
近
の
応
援
場
所
へ
移
動
。

こ
ち
ら
は
美
容
院
の
駐
車
場
で
、
ス
タ
ー
ト
同
様
、

地
域
の
方
々
の
協
力
を
肌
で
感
じ
た
。　

再
度
出

雲
ポ
ン
プ
に
戻
り
皆
さ
ん
と
と
も
に
撤
収
作
業
を

お
手
伝
い
し
た
後
、
ホ
テ
ル
ヘ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し

た
。
こ
の
後
地
元
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
各
校
か
ら
総
勢
千
名
強
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

市
長
を
始
め
市
と
市
民
の
方
々
が
真
心
で
一
生
懸

命
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

の
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

　

と
て
も
心
温
ま
る
駅
伝
大
会
の
応
援
に
参
加
で

き
、
島
根
県
宮
陵
会
及
び
近
隣
各
県
の
地
域
組
織

の
方
々
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

　

宮
陵
会
理
事
・
事
業
委
員
会
委
員　

手
塚　

正

（
昭
60
英
卒
）

　
　
年
ぶ
り
の
伊
勢
路
制
覇
で
箱
根
に
弾
み
！

　

  

秩
父
宮
賜
杯 

第
49
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

　

本
年
1
月
の
箱
根
駅
伝
で
12
年
ぶ
り
の
シ
ー
ド

権
を
獲
得
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
エ
ー
ス
の
鈴

木
健
吾
選
手
を
筆
頭
に
陸
上
競
技
部
の
活
躍
が
目

覚
ま
し
く
、
卒
業
生
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

2
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
全
日
本
大
学
駅
伝
。

6
月
の
関
東
地
区
選
考
会
（
詳
細
は
宮
陵
会
報
第

１
０
４
号
に
掲
載
）
を
1
位
で
通
過
し
て
出
場
を

決
め
て
以
後
、
ど
の
よ
う
な
応
援
体
制
で
臨
む
か

熟
慮
を
重
ね
、
今
回
は
応
援
ポ
イ
ン
ト
を
3
か
所

に
定
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

応
援
ポ
イ
ン
ト
は
ス
タ
ー
ト
地
点
の
熱
田
神
宮

西
門
前
付
近
、
四
日
市
市
の
第
3
中
継
所
付
近
、

津
市
の
第
5
中
継
所
付
近
に
設
定
し
、
幟
や
横
断

幕
を
掲
げ
て
の
応
援
を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、前
日
及
び
当
日
に
地
域
組
織
（
愛
知
み
や
も
会
、

三
重
県
宮
陵
会
）
の
方
々
と
の
交
流
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

前
日
の
親
睦
会
で
は
、
ス
タ
ー
ト
地
点
の
応
援

を
担
う
愛
知
み
や
も
会
の
方
々
に
本
部
か
ら
の
参

加
者
も
合
流
し
、
16
名
で
親
睦
を
深
め
つ
つ
も
、

や
は
り
話
題
は
駅
伝
チ
ー
ム
の
こ
と
と
な
り
、
話

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
の
青
空
が
広
が
る
絶
好
の
レ
ー
ス

日
和
と
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
地
点
で
は
宮
陵

会
本
部
、
愛
知
み
や
も
会
の
方
々
、
個
人
で
応
援

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
宮
陵
会
員
の
方
々
等
が
集
結

し
、
濱
菊
会
（
應
援
指
導
部
Ｏ
Ｂ
会
）
の
方
々
の

先
導
で
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
色
に
乗
せ
て
応
援

歌
と
校
歌
を
歌
い
、
最
後
は
選
手
に
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。
1
区
は
今
年
の
箱
根
駅
伝
で
の
ス
タ
ー

ト
ダ
ッ
シ
ュ
に
貢
献
し
た
山
藤
篤
司
選
手
で
、
勢

い
良
く
駆
け
抜
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

選
手
が
通
過
し
た
後
、
慌
た
だ
し
く
幟
等
を
片

付
け
て
車
へ
乗
り
込
み
、
3
つ
目
の
津
市
の
応
援

ポ
イ
ン
ト
へ
移
動
し
ま
し
た
。
途
中
、
時
間
の
都

合
で
立
ち
寄
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
四
日
市
市
の

応
援
ポ
イ
ン
ト
に
立
っ
て
い
る
幟
の
前
を
通
過
し

て
、津
市
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
移
動
の
車
中
で
は
、

ラ
ジ
オ
か
ら
神
大
の
選
手
た
ち
の
快
走
ぶ
り
が
聞

こ
え
て
気
持
ち
が
高
ぶ
り
ま
し
た
。

　

津
市
で
は
Ｋ
Ｕ
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
揃
い
の
帽
子

を
か
ぶ
り
、
幟
と
横
断
幕
を
掲
げ
て
選
手
を
待
ち

ま
し
た
。
5
区
を
走
っ
て
い
る
越
川
堅
太
選
手
が

差
を
詰
め
て
い
る
と
の
情
報
が
入
り
（
区
間
賞
獲

得
）、
士
気
も
高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
6
区
の
安

田
共
貴
選
手
が
首
位
と
僅
か
の

差
で
現
れ
、
熱
の
こ
も
っ

た
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
ご
承
知
の
と
お
り

で
、
そ
の
後
も
上
位
に
つ
け

た
神
奈
川
大
学
は
最
終
区
の

エ
ー
ス
鈴
木
健
吾
選
手
が
逆

転
し
、
5
時
間
12
分
49
秒
と
い

う
好
記
録
で
優
勝
。
20
年
ぶ
り

の
伊
勢
路
制
覇
と
な
り
ま
し
た
。

　

津
市
の
応
援
ポ
イ
ン
ト
で
の

応
援
が
終
了
し
た
後
、
場
所
を
近

隣
の
ホ
テ
ル
に
移
動
し
て
三
重
県

宮
陵
会
の
方
々
と
の
交
流
会
と
な

り
、
四
日
市
の
応
援
ポ
イ
ン
ト
か

ら
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
方
々
も
含
め
、
こ
ち

ら
も
16
名
で
の
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
会

場
に
テ
レ
ビ
が
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
い
よ
い
よ

優
勝
が
迫
っ
て
き
ま
す
と
、
ホ
テ
ル
に
勤
め
て
い

る
三
重
県
宮
陵
会
の
方
の
計
ら
い
で
テ
レ
ビ
の
あ

る
部
屋
を
開
け
て
も
ら
い
、
全
員
で
ゴ
ー
ル
シ
ー

ン
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
後
は
ホ

テ
ル
の
廊
下
に
校
歌
を
目
い
っ
ぱ
い
響
き
渡
ら
せ
、

喜
び
を
爆
発
さ
せ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
優
勝
で
箱
根
駅
伝
の
展
望
が
2
強

（
青
山
学
院
大
、
東
海
大
）
か
ら
3
強
に
な
っ
た
と

の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
レ
ー
ス
で
は
初

め
て
8
区
間
全
て
で
異
な
る
大
学
が
区
間
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。
各
大
学
の
実
力
は
伯
仲
し
て
い
ま

す
の
で
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
の
結
果
を
弾

み
に
し
て
正
月
の
箱
根
駅
伝
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
ゴ
ー
ル
付
近
に
幟

が
な
く
、
せ
っ
か
く
の
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
が
物
足
り

な
く
見
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
宮
陵
会
と
し

て
も
選
手
の
背
中
を
少
し
で
も
押
せ
る
よ
う
に
応

援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
熱
烈
な

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

宮
陵
会 

事
業
委
員
会
委
員　

平
出　

功

　
（
平
11
化
卒
・
平
13
化
博
前
修
了
）

る
越
川
堅
太
選
手
が

が
入
り
（
区
間
賞
獲

と
こ
ろ
に
6
区
の
安

の逆いりた。
で
の

を
近

重
県

と
な

ト
か

（
平
11
化
卒
・
平
13
化
博
前
修
了
）

20
29
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平
成
29
年
度
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
の
前
日
で
あ
る
10
月
7
日
（
土
）
に
、
神
奈

川
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
16
号
館
セ
レ
ス
ト
ホ
ー

ル
及
び
3
号
館
各
講
堂
を
会
場
と
し
て
、
二
年
に

一
度
の
「
全
国
地
域
組
織
代
表
者
会
議
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
度
は
、
会
議
内
容
を
「
新
た
な
ブ
ロ
ッ

ク
会
要
領
に
基
づ
く
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
運
営
」、「
地

域
組
織
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
上
げ
支
援
」
や
「
宮

陵
会
助
成
金
の
取
扱
い
」
と
い
っ
た
各
地
域
組
織

運
営
の
実
務
に
関
わ
る
も
の
を
中
心
と
し
た
こ
と

か
ら
、「
全
国
地
域
組
織
代
表
者
会
議
（
事
務
局
長

会
議
）」
と
位
置
づ
け
、
各
組
織
の
事
務
局
長
又
は

幹
事
長
の
皆
様
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
従
来
の
形
式
に
戻
し
、
各
組
織
か
ら
会

長
様
を
中
心
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

代
表
者
会
議
は
、
①
午
後
1
時
か
ら
2
時
ま
で

は
、
大
学
か
ら
ご
来
賓
を
お
招
き
し
て
の
「
全
体

会
議
」（
於
・
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
）、
②
午
後
2
時

か
ら
3
時
30
分
ま
で
は
、
組
織
活
動
の
活
性
化
や

若
年
層
会
員
の
参
加
促
進
等
に
関
し
て
議
論
い
た

だ
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
（
於
・
３
号
館
各
講
堂
）

の
2
部
構
成
と
し
、
会
議
終
了
後
に
は
、
午
後
4

時
か
ら
6
時
ま
で
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
の
地

方
（
神
奈
川
県
及
び
東
京
都
以
外
）
出
身
の
在
学

生
二
十
数
名
と
代
表
者
会
議
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ

い
た
ア
ル
バ
イ
ト
の
学
生
諸
君
数
名
を
ご
招
待
し

て
の
懇
親
会
（
於
・
19
号
館
ラ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル
）

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
全
体
会
議
で
は
、
本
年
9
月
23
日
に
新

た
に
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
の
理
事
長
に
就
任
さ

れ
た
牧
内
良
平
様
か
ら
、『
宮
陵
会
の
皆
様
に
は
、

長
年
に
わ
た
り
、
神
奈
川
大
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
や
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
・
芸
術
活
動
へ

の
助
成
な
ど
の
面
で
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
全

国
の
各
地
域
組
織
に
お
か
れ
て
も
活
発
な
活
動
を

展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
し
た
い
。

最
近
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
学
生
数
が
増
え
、

地
方
で
就
職
し
て
い
る
の
は
、
全
国
の
宮
陵
会
会

員
の
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
感
じ
て
い
る
。
今
後
は
、
全
国
の
宮
陵
会
会
員

の
皆
様
と
接
す
る
機
会
を
多
く
も
て
る
よ
う
努
め

た
い
。』
と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
学
長
の
兼
子
良
夫
様
か
ら
は
、『
宮
陵

会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
神
奈
川
大
学
の
教
育
・

研
究
の
発
展
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
対
し
、
神
奈
川
大
学
の
教
職
員
を
代

表
し
て
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。〝
教
育
は
人
を

造
る
に
あ
り
〞
と
す
る
創
立
者
米
田
吉
盛
先
生
の

建
学
の
精
神
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
今
日
ま
で
有

為
な
人
材
を
輩
出
し
、
ど
こ
よ
り
も
〝
人
を
育
て

る
大
学
〞
を
自
負
し
て
き
た
神
奈
川
大
学
で
あ
る

が
、
学
長
就
任
時
に
は
学
生
に
対
し
て
〝
誇
り
と

自
信
〞
を
も
つ
よ
う
に
述
べ
る
一
方
、
教
職
員
も

人
づ
く
り
の
た
め
に
日
々
努
力
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
4
月
に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
横
浜

市
内
の
〝
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
〞
で
は
、

本
学
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
も
い
う
べ
き
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
新
学
部
の
設
置
を
含
む

グ
ロ
ー
バ
ル
系
の
学
部
の
集
約
を
計
画
し
て
い
る
。

一
方
、
就
職
支
援
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
に

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地
方
出
身
学
生

の
2
割
が
地
方
に
就
職
し
て
い
る
こ
と
は
、
宮
陵

会
会
員
の
皆
様
の
継
続
的
な
ご
支
援
の
賜
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

日
本
版
２
０
１
７
」
で
初
め
て
上
位
5
％
に
入
る

な
ど
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
レ
ベ
ル
で
評
価
さ
れ

て
い
る
神
奈
川
大
学
が
〝
横
浜
の
地
で
学
び
、
全

国
に
、
世
界
に
は
ば
た
く
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
〞
に
邁
進
す
る
な
か
で
、
宮
陵
会
会
員
の
皆
様

に
は
、
今
後
と
も
〝
オ
ー
ル
神
大
〞
で
ご
協
力
を

賜
り
た
い
。』
と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
別
会
議
で
は
、
各
組
織
に
お
け
る
先
進

的
な
取
組
み
の
ご
披
露
や
、
若
年
層
・
女
性
層
の

参
画
に
関
す
る
具
体
例
を
も
と
に
活
発
な
討
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
代
表
者
会
議
の
懇
親
会
に
在
学
生
を
招

待
す
る
の
は
初
の
試
み
で
あ
り
、
各
地
域
組
織
に

お
け
る
長
年
の
課
題
で
あ
る
〝
若
年
層
会
員
の
組

織
事
業
へ
の
参
加
促
進
〞
の
一
環
と
し
て
、
学
生

が
在
学
中
に
出
身
都
道
府
県
の
代
表
者
と
交
流
す

る
こ
と
に
よ
り
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
後
の
交
流

へ
と
つ
な
げ
る
一
つ
の
契
機
と
な
る
こ
と
、
ま
た

学
生
同
士
の
交
流
の
一
助
と
な
る
こ
と
、
等
を
目

的
と
し
た
も
の
で
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
学
生
か
ら
は
「
参
加
し

て
良
か
っ
た
」
と
の
多
く
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
し
、
各
組
織
の
代
表
者
か
ら
も
「
と
て
も
素
晴

ら
し
い
企
画
で
あ
り
、
継
続
し
て
開
催
し
て
ほ
し

い
」
と
の
ご
要
望
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

宮
陵
会
本
部
と
し
て
も
、
今
後
と
も
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
在
学
生
と
卒
業
生
の
交
流
の
場
を
設
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
在
学

生
が
〝
神
奈
川
大
学
校
歌
を
歌
え
な
い
〞、〝
宮
陵

会
が
ど
ん
な
組
織
で
あ
る
か
を
学
生
が
知
ら
な
い
〞

と
い
っ
た
課
題
も
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体

育
会
所
属
の
学
生
で
あ
れ
ば
在
学
中
に
相
当
数
、

校
歌
を
斉
唱
す
る
場
面
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の

学
生
は
入
学
式
や
卒
業
式
に
お
け
る
校
歌
斉
唱
ぐ

ら
い
で
す
の
で
、
校
歌
を
歌
え
る
在
学
生
・
卒
業

生
と
な
る
に
は
大
学
と
の
協
力
に
よ
り
、
新
た
な

仕
組
み
が
必
要
の
よ
う
で
す
。（

文
責
：
佐
藤　

武
）

　
全
国
地
域
組
織
代
表
者
会
議

　
　
　
　
　
　

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
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宮
陵
会
だ
よ
り

■
会
議
予
定

　

理
事
会　

平
成
30
年
２
月
３
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
３
日（
土
）

■
地
域
組
織（
地
域
）総
会
開
催
予
定

　

平
成
30
年
１
月
３
日（
水
）　

香
川
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
塚
市
宮
陵
会

■
新
規
設
立
地
域
組
織

　

マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｏ
Ｂ
会

　

工
学
部
応
用
化
学
科
同
窓
会

■
地
域
組
織
名
称
変
更

　

変
更
前
名
称　

日
立
製
作
所
厚
木

　

変
更
後
名
称　

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
厚
木
宮
陵
会

■
新
地
域
組
織
代
表
者
紹
介

　

帯
広
宮
陵
会　
　
　
　
　
　

昭
44
法　

白
石　

征
之

　

岐
阜
県
宮
陵
会　
　
　
　
　

昭
42
経　

桂
川　

幹
司

　

鳥
取
因
幡
宮
陵
会　
　
　
　

昭
48
機　

西
村
治
寿
賀

　

同
学
会
上
海
宮
陵
会　
　
　

平
７
法　

佐
藤　

将
人

　

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
厚
木
宮
陵
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
63
機　

佐
伯　

朋
宏

　

陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
会　
　
　

昭
43
経　

岡
部　

勝
美

　

男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会　

平
27
法　

濱
畑　
　

駿

■
訃
報　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

　

野
道　

昭
三
殿（
昭
25
貿
）

　
　

平
成
29
年
９
月
25
日

　
　
　

元
理
事
・
神
奈
川
区
宮
陵
会
会
長

　

吉
田　

英
男
殿（
昭
26
・
28
法
）　

　
　

平
成
29
年
10
月
24
日

　
　
　

岩
手
県
宮
陵
会
顧
問
・
元
副
会
長

　

宮
川　

文
隆
殿（
昭
42
経
）

　
　

平
成
29
年
12
月
２
日

　
　
　

平
塚
市
宮
陵
会
会
長

■
冬
季
一
斉
休
業
期

　

平
成
29
年
12
月
28
日（
木
）〜
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

■
事
務
局
よ
り
の
お
願
い

登
録
さ
れ
て
い
る
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
勤
務

先
な
ど
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

①
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

卒
業
生
の
ひ
ろ
ば

  （http://alum
ni.kanagaw

a-u.ac.jp/

）

　
　
　

⇒

卒
業
生
情
報
登
録
・
変
更
の
ご
案
内

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
５
―
４
１
３
―
０
７
９
１

③E-m
ail:

　

 kyuryou-jim
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

＊
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
の
個
人
情
報
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、「
学
校

法
人
神
奈
川
大
学
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
」
に
従

い
適
正
な
保
護
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

会誌「宮陵」№67への
企業広告掲載のご案内

　平成 30年 4月下旬発行の会誌「宮陵」に
掲載する企業広告を募集しております。
　「宮陵」は全国の正会員（約 60,000 名）
に発送されます。

■料金表
１ページ 1/2ページ 1/3ページ

表４
　〔カラー〕 80,000 円 50,000 円 －

表３
　〔カラー〕 60,000 円 40,000 円 －

本誌内
　〔白　黒〕 50,000 円 30,000 円 20,000 円

＊掲載広告の版下（データ）で入稿していただきます。

■お申し込み方法
　宮陵会事務局宛にご連絡ください。
　申込書等をお送りいたします。
　お申し込みの締め切りは平成 30年 2月中
旬予定です。

■お申し込みの内容によってはご希望にそえ
ない場合もございます。
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